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Abstract 

The utilization system of intermediates carbonized from urban organic solid wastes such as thinned 

wood waste, construction wood waste, chicken litter and cow litter was studied. Using the thermogravimetry with 

the differential thermal analysis, the effects of the produced carbides (char), under CO2 condition at different 

temperatures, and/or the different rates of temperature (10 and 90 ℃ min-1) in the system were performed. The 

activity assessment, ignition temperature, surface areas and calorific value of the carbides were also carried out 

together with the combustion experiments. It was found that these conditions may increase the processing 

efficincy of the wastes accompanied by the change in the activity of produced carbides and their calorific values. 
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1. 目的   

                                                 

であると言える。国内外において、産業廃棄物の中

間処理として、焼却処理が最も多く実施されてきた。

焼却とは、廃棄物中の有機物を燃焼によって分解し

て無機物のみにする技術である。各自治体が収集す

るごみの総量は年々増加しており、それにあわせて

処理能力も拡大されてきているが、依然として「ご

み」は社会の重要な問題で有り続けている。また新

たな焼却施設建設については、建設地をめぐる問題

が表面化している。また廃棄物の燃焼時に温暖化ガ

スである二酸化炭素（CO2）として放出してしまう。

また焼却が資源エネルギーの浪費と考えられるた

め、焼却処理に代わる廃棄物処理あるいは利用技術

の普及が求められている。 

我が国では、多岐にわたる産業活動に伴い大量の

産業廃棄物が排出されており、年間 4 億 t にも達し

ている現状である。埼玉県さいたま市を例とすれば、

そのごみ排出量は平成 14 年度まで増加傾向であっ

たが、それ以降は減少傾向にある。しかし、今後は

人口増加やごみの発生量に関係の大きい世帯数の

増加の影響などもあり、緩やかな増加傾向になるこ

とが予測され、平成 22 年度には年間 48 万トンの排

出が予測される。ごみの内訳については、家庭ごみ、

集団回収等はほぼ横ばい、事業系ごみの排出はやや

増加傾向になることが予測される。最終処分場の残

存容量は極めて厳しい状況となっている。そのため、

産業廃棄物の減量化処理は非常に重要な位置づけ 本研究では、焼却処理の代替技術として廃棄物を

資源とし有効利用する炭化処理[1]に着目し、有機物

を不活性（還元性）雰囲気条件下において加熱し、

物質中の有機分を熱分解して炭素質を生成するこ
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とである。廃棄物中の有機分を炭素質として固定で

きるため地球温暖化ガスである CO2 の排出抑制効

果を有していること、さらに、得られた炭化物は燃

料及び吸着剤等の利用が期待され、その有効利用シ

ステムの構築を目的としている。この研究成果速報

では、一部調査として、CO2 雰囲気の炭化プロセス

及び炭化物の活性に与える影響を調査して、炭化か

ら排出された可燃性有機物を燃焼して得た廃熱の

活用より、高速かつ連続炭化処理プロセスと再利用

システムに関する可能性を述べる。 
 
2. 実験 

2.1 試料の準備 

試料として間伐廃木材、建設廃木材、鶏糞、牛糞

らを選択した。 

2.1.1 工業分析と元素分析試料の準備 

建設廃木材、間伐廃木材、鶏糞、牛糞らを粉砕機

と篩い振盪機を用いて粉砕・縮分して、粒径を 0.25 

mm 以下にして、実験室の室温雰囲気に一時間曝露

させ、気乾試料として調製した。気乾試料に対して

工業分析（灰分、水分、揮発分、固定炭素）及び元

素分析（炭素、水素、窒素、酸素）を行った。 

2.1.2 炭化試料の準備 

間伐廃木材、建設廃木材、鶏糞の試料を粉砕機と

篩い振盪機を用いて粉砕・縮分して、粒径を 1.00 mm 

～2.00 mm（牛糞の粒径は 0.25 mm～2 mm）の間に

して、80 ℃の定温で 12 時間乾燥し、水分を除去し

た後炭化実験の試料とした。 

2.2 炭化実験 

間伐廃木材を試料として、CO2 及びN2 雰囲気で、

10 ℃ min-1 と 90 ℃ min-1 の昇温速度で 700 ℃まで

炭化実験が行った。炭化実験から得た炭化物をクリ

ーンエア雰囲気、5 ℃ min-1 の昇温速度で 600 ℃ま

で燃焼実験が行って、それぞれ条件で得た炭化物の

着火温度を調査した。燃焼実験示差熱曲線（DTA)

の吸熱ピークを着火温度とした。 
 
3. 実験結果 

CO2 雰囲気における間伐廃木材の各条件の減量化

曲線を Fig. 1 に示し、炭化物生成率及び炭化物の着

火温度については以下の結果が得られた。 
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Fig. 1 Weight loss curve of thinned wood waste in 
different flowing rate and heating rate. 

 

① 700℃の最終温度、同じ雰囲気、異なる昇温速

度で生成した炭化物の生成率があまり変わらない

ことと、CO2 雰囲気よりわずかに多い炭化物を得ら

れた。② 同じ昇温速度で、二酸化炭素雰囲気より

得た炭化物の着火温度が窒素雰囲気より得た炭化

物の着火温度がわずかに低かった。③昇温速度が高

くなることより着火温度が低くなって、炭化物の活

性が高くなった。廃熱の利用可能性が示唆された。 

今後、都市有機性廃棄物に関するデータ収集排出

分布図を作成し、都市とその周辺原料調達と輸送ル

ート、地域的分散型ストックヤードなど、Fig. 2 に

示す概念図のように、回収、処理、廃熱利用、製造、

流通、利用を含めた循環性炭素資源の有効利用シス

テム[1]を構築することが期待される。 

廃棄バイオマス
（農林業廃棄物）

畜産廃棄物

廃タイヤ

腐敗・悪臭

自然発火・腐敗

自然発火

地域的分散型
ストックヤード

循環性炭

素資源の

確保
(安全保管)

炭化処理プロセスの可能性調査

・炭化処理技術
・炭化物調製プロセス

混合

成形成形

各地製造工場

炭化
処理

事例開発研究
流体燃料
石炭代替燃料
の開発
など

(有機物処理
残渣・汚泥)

都市とその周辺
原料調達と輸送

有機性廃棄物の
データ収集
排出分布図作成

流通・利用
炭素素材・製品

バイオプロダクツ

バイオマスエネルギー

発電・熱利用

循環性炭素資
源の有効利用

資源再生

有効利用

環境改善 工業・民生用

燃料・素材

技術
提案

政策
提言

 

Fig. 2 Conception and construction of utilization system. 
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